
  

 
箱根町国際交流協会では、友好都市スイス・サンモリッツへ訪問団を派遣することになり

ました。ついてはこの訪問団にご参加いただける方を募集します。今回の訪問では、友好都

市提携から 10 年を迎えたサンモリッツと提携 10周年記念をお祝いし、サンモリッツの皆

さんと交流を深める予定です。また、訪問中はベルン旧市街の観光、パノラマ列車のベルニ

ナ エクスプレスへの乗車も予定しております。ご参加お待ちしております。 

 

【期  間】 

 ７月９日（火）～１４日（日） ６日間 

【訪 問 先】  

 スイス・グラウビュンデン州サンモリッツほか 

【対  象】  

 箱根町国際交流協会会員または町内に在住・在勤の方で、箱根町国際交流協会に入会い

ただける方 （年会費 2,000 円） 

【参 加 費】  

 約 80 万円 

※燃油サーチャージの変更により料金が変動することがあります。 

（１）経費に含まれるもの 

   航空運賃（全日程エコノミークラス）、空港使用税、燃油サーチャージ、 

  ホテル、宿泊代（２人 1 部屋）、食事代、添乗員経費、現地バス代など 

（２）経費に含まれないもの 

   １人１室追加料金、超過手荷物料、海外旅行保険代など個人的経費 

※費用の一部（通訳代・国内バス代）を当協会で負担します。 

【申込期限】  

 ３月１８日（月） 

【申込方法】  

電話で申し込んでください。 

申込・照会先 町国際交流協会事務局 （観光課観光係）  

電話（85）7410 

 



 

 

日本
にっぽん

赤十字社
せきじゅうじしゃ

箱根町分
はこねまちぶん

区
く

が開催
かいさい

します、 

救 急 法
きゅうきゅうほう

基礎
き そ

講習
こうしゅう

・救 急 員
きゅうきゅういん

養成
ようせい

講習
こうしゅう

に参加
さ ん か

してみませんか？ 

親子
お や こ

、ご家族
か ぞ く

、お友達
ともだち

での参加
さ ん か

も、歓迎
かんげい

いたします！ 
 

○開 催
か い さ い

日
び

：令和
れ い わ

６年
ねん

３月
がつ

９日
にち

（土曜日
ど よ う び

）・１６日
にち

（土曜日
ど よ う び

）・１７日
にち

（日曜日
にちようび

） 

全日共
ぜんじつとも

、午前
ご ぜ ん

９：３０～午後
ご ご

５：００ 

※基礎
き そ

講習
こうしゅう

は 3月
がつ

9日
にち

のみ、救 急 員
きゅうきゅういん

養成
ようせい

講習
こうしゅう

は全日
ぜんじつ

参加
さ ん か

が必要
ひつよう

です。 

（３月
がつ

６日
にち

（水曜日
すいようび

）までに、電話
で ん わ

でお申込
もうしこ

みください！） 

○場
ば

  所
しょ

：箱根
は こ ね

町立
ちょうりつ

郷土
きょうど

資料館
しりょうかん

 学習室
がくしゅうしつ

（箱根町
はこねまち

湯本
ゆ も と

266） 

○内
ない

  容
よう

：◆救 急 法
きゅうきゅうほう

基礎
き そ

講習
こうしゅう

（手当
て あ て

の基本
き ほ ん

、一次
い ち じ

救命
きゅうめい

処置
し ょ ち

） 

      ◆救 急 法
きゅうきゅうほう

救 急 員
きゅうきゅういん

養成
ようせい

講習
こうしゅう

（きずの手当
て あ て

、骨折
こっせつ

の手当
て あ て

、搬送
はんそう

等
など

） 

○費
ひ

  用
よう

：◆救 急 法
きゅうきゅうほう

基礎
き そ

講習
こうしゅう

 1,500円
えん

、 

◆救 急 法
きゅうきゅうほう

救 急 員
きゅうきゅういん

養成
ようせい

講習
こうしゅう

 1,800円
えん

 

      （初日
しょにち

受付
うけつけ

で集
あつ

めさせていただきます。） 

 

お問
と

い合
あ

わせ、お申
もう

し込
こ

みは、 

 日本
にっぽん

赤十字社
せきじゅうじしゃ

箱根町分
はこねまちぶん

区
く

 

 （箱根町
はこねまち

福祉部
ふ く し ぶ

福祉課
ふ く し か

地域
ち い き

福祉係
ふくしかかり

内
ない

） 

 TEL 0460-85-7790 

 



令和６年３月より 

オレンジカフェ宮城野
みやぎの

 
を始めます！ 

住みなれた町でいつまでも元気に暮らすために… 

地域で繋がろう！ 

たくさん話してたくさん笑おう！ 

福祉・介護の専門職と話してみよう！ 

 日  時：毎月第２木曜日  

午後１時 30分～３時 

申込不要・出入り自由です。 

  場  所：さくら館２階 旧ファースト 

  参 加 費：100円（運営費・飲物・お菓子代等） 

  運営団体：むつみ会・箱女連宮城野女性会 

（チームオレンジ） 

  問合せ先：地域包括支援センター（85）3002  

 



 

 

 

 オレンジカフェ宮城野
み や ぎ の

とは？  

オレンジカフェ宮城野
み や ぎ の

は地域の皆さんで集まり、お茶を飲んだり楽

しくおしゃべりしたり、自由に過ごしながら新たな出会い、地域のつ

ながりを作っていく場です。どなたでも、出入り自由で参加すること

ができます。 

また、カフェには介護・福祉の専門職も参加しますので、自分のこ

と、家族のことなどを個別に相談することもできます。 

 

 

 運営団体について  

 カフェの運営には「チームオレンジ」であるむつみ会と、箱女連宮

城野女性会の皆さんが携わっています。おでかけに不安がある方も気

軽に参加してください。 

※ チームオレンジは、認知症サポーター養成講座等を受講し、認知

症について正しく学んだ方たちで構成された団体のことをいいま

す。 

 

 

 

いつまでも住みなれた町で自分らしく暮らしていくために…。オレ

ンジカフェ宮城野
み や ぎ の

で楽しい時間を過ごしませんか？お茶とお菓子をご

用意してお待ちしています！ 









町
外
の
文
化
施
設
を
訪
ね
る
会

町
外
の
古
刹
・
名
刹
を
訪
ね
る
会

第152号第152号

令和６年２月号 （2024年）

〈財団のシンボルマーク〉

箱根町の推奨木「ヤマボウシ」
の図案化
住民等が財団を基盤に連携、
調和、発展する姿を象徴する。

１ Facebookページ＠hakonebunsupoで検索

　

９
月
13
日
（
水
）
に
葛
飾
区
柴
又
帝
釈

天
と
寅
さ
ん
記
念
館
、
江
東
区
夢
の
島
熱

帯
植
物
園
と
第
五
福
竜
丸
展
示
館
を
訪
ね

る
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
30
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
柴
又
で
は
、
懐
か
し
い
フ

ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
映
画
の
世
界
に
触
れ
、

参
道
の
団
子
屋
で
舌
づ
つ
み
を
打
ち
ま
し

た
。
夢
の
島
で
は
、
第
五
福
竜
丸
被
爆
当

時
の
経
緯
等
の
説
明
を
聞
く
機
会
を
得

て
、
改
め
て
核
兵
器
の
脅
威
に
震
え
、
世

界
平
和
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

「
第
２
回
」

「
第
３
回
」

　

11
月
15
日
（
水
）
に
川
崎
市
川
崎
大
師

平
間
寺
と
江
東
区
日
本
科
学
未
来
館
を
訪

ね
る
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
19
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
川
崎
大
師
平
間
寺
で

は
、
七
五
三
参
り
の
稚
児
に
目
を
細
め
、

微
笑
ま
し
い
中
で
の
参
観
が
で
き
ま
し

た
。
日
本
科
学
未
来
館
で
は
、
全
天
周
を

覆
う
ス
ク
リ
ー
ン
に
壮
大
な
映
像
を
映
す

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
ガ
イ
ア
や
、
様
々
な
科

学
技
術
の
進
化
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

10
月
18
日
（
水
）
に
山
梨
県
笛
吹
市
甲

斐
の
国
一
之
宮
浅
間
神
社
と
甲
府
市
甲
斐

善
光
寺
を
訪
ね
る
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

28
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
甲
斐
善
光

寺
で
は
甲
府
市
観
光
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
案
内
に

感
銘
を
受
け
、
戦
国
大
名
武
田
家
由
来
の

善
光
寺
如
来
像
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

箱
根
町
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
で
は
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
、
今
年
度
の
実
施
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
の
実
施
に
あ
っ
て
は
、
町
回
覧
「
ま
ち
だ
よ
り
」
で
そ
の
都
度
、
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
す
の
で
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

発　　　行
箱根町文化・スポーツ財団
箱根町小涌谷520番地
☎0460（87）5222（直通）
（株）ホクト印刷
☎0465（85）0150

公益財団法人

印刷所

財
団

主
催
事
業



初
心
者
の
た
め
の
筆
ペ
ン
講
座

ヒ
ー
リ
ン
グ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
会

　

６
月
15
日
（
木
）
に
芦
之
湯
周
辺
を
、

11
月
９
日
（
木
）
に
湖
尻
周
辺
を
そ
れ
ぞ

れ
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
会
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
13
名
と
７
名
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
芦
之
湯
で
は
、
曽
我
兄
弟
の
墓
や

六
道
地
蔵
な
ど
を
、
湖
尻
で
は
、
湖
尻
水

門
や
深
良
水
門
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
見
学

し
な
が
ら
散
策
し
、
地
域
の
歴
史
・
自
然

と
触
れ
合
う
こ
と
と
が
で
き
ま
し
た
。

２財団は皆様方に喜んでいただける生涯学習の機会提供を行っています。

令和６年２月20日
　

心
と
身
体
の
健
康
維
持
・
増
進
の
た

め
、
６
月
９
日
か
ら
毎
金
曜
日
の
５
週

と
、
９
月
29
日
か
ら
毎
金
曜
日
の
５
週
に

亘
り
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
軽
ス
ポ
ー
ツ

室
で
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
ヨ
ー
ガ
教
室
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
延
べ
49
名
と

62
名
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
無
理
の
な
い
ペ

ー
ス
で
呼
吸
と
身
体
の
一
体
感
を
感
じ
心

地
よ
い
汗
を
流
し
、
自
分
と
向
き
合
う
大

切
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
（
木
）
に
「
生
活
文
化
講

座
」
と
し
て
「
初
め
て
の
筆
ペ
ン
講
座
」

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
６
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
、
講
師
が
一
人
ひ
と

り
に
き
め
細
か
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
講

師
作
成
の
豊
富
な
お
手
本
を
参
考
に
来
春

年
賀
状
に
備
え
、
来
年
も
良
い
年
に
な
る

よ
う
、
一
筆
に
願
い
を
込
め
て
筆
を
進
め

て
い
ま
し
た
。

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
円
滑

な
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
お
寄

せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
善
意
の
ご
厚

志
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

（
５
年
８
月
25
日
か
ら
６
年
２
月

１
日
ま
で
受
付
分
）
（
敬
称
略
）

善
意
の
ご
寄
付

〈
個
人
会
員
〉

〈
企
業
・
団
体
会
員
〉

伊
東
フ
ミ
ヲ
・
福
住　

和
代

神
野　

文
子
・
柳
澤　

昌
子

柳
澤　

雅
敬
・
岩
田
マ
サ
子

田
中
由
美
子
・
田
中　

篤
樹

川
又　

清
輝
・
鈴
木　

秀
幸

水
上　

朋
子
・
松
村　

良
雄

石
橋　

誠
子
・
後
藤
喜
美
夫

鈴
木　

健
夫
・
原
口　
　

裕

徳
田　

典
久
・
徳
田　

浩
子

大
場　

脩
一
・
波
田
野
憲
子

山
田　
　

正
・
淡
島　
　

滋

伊
藤　

大
起
・
伊
藤　

友
彦

内
田
よ
う
子
・
萩
野
た
ま
き

箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

令
和
５
年
度

賛
助
会
員
ご
芳
名



３ －「くらしのなかの文化の伝承と創造」をみなさまと共に－

令和６年２月20日

　４年ぶりの海に大興奮、姉妹仲良く泳い
だり、貝を拾ったり、思い出が沢山できたね。

　暑い中、ガンバっていっぱい穫ったね。
また来年も、もっと穫れたらいいね。

青山　朋史さん特選 今年の夏もありがとう
審査委員長選評

　メッセージには「４年ぶりの海に大興奮、姉
妹仲良く泳いだり、貝を拾ったり、思い出が沢
山できたね。」とある。ブルー一色の画面の中
に白い入道雲が夏を思い起こさせる。浅瀬で
姉妹が貝を拾っているのか、大自然の中の行
いが、おおらかで安らぎを感じさせる作品だ。

「ふたりでみずあそび」
「だいすき」

勝俣　有紀さん
原　　周子さん

「お～っとっと」
「我が家へようこそ」
「おいしい夏の味」

吉澤ゆりかさん
望月　知世さん
青山　ふみさん

第７回

ファ
ミリーファ
ミリーファ
ミリー
写真コンクール

　第７回となるファミリー写真コンクールを実施し、
18点の応募をいただきました。
　応募作品の審査は、元神奈川新聞社映像副部長
の山田信次さんを審査委員長に迎え、当財団の理
事が審査員となり厳正な審査を行い、応募作品の中
から特選２点、入選３点、特別賞２点を選出しました。
　山田審査委員長からは、「応募作品は昨年と同様
の18点があり、まずまずだと思います。そんな中で
「第７回ファミリー写真コンクール」には子供たちと
水遊びを楽しむ作品や、２歳の子どもが犬を抱く微
笑ましい作品があり嬉しく思いました。今回は、マス

クをした作品も少なくなり、笑顔に満ちたファミリー
の作品が多く見られ、力作が揃っていました。今年
は犬が参加してくれましたが、これに加えペットの猫
や小鳥などの参加があれば、より楽しい作品ができ
るのではないでしょうか。
　写真は表現力と記録性の双方の力を備えていま
す。いつでも見たいときに見られ、その時代背景をよ
みがえらせてくれるのも写真です。カメラはもとよ
り、誰もがスマホを持つ時代です。家族の皆さんで
楽しい写真に挑戦してはいかがですか。」
と総評をいただきました。本コンクールは今後も毎
年実施予定ですの
で、多くの方々の
参加をお待ちして
おります。

特別賞入　選

作者からからのメッセージ

勝俣　幸子さん特選

審査委員長選評
　ピーマン、ナス、トマトなど夏野菜がカゴいっぱ
いに盛られ、指でピースを出し、収穫を喜ぶ女の子
の笑顔がなんとも可愛らしい。首に巻くタオルはお
手伝いをした証か。

いっぱい穫れたー！！

作者からからのメッセージ



令和6年度賛助会員の受付は4月から
　公益財団法人箱根町文化・スポーツ財団は、住民の自主的な文化・スポーツ活動を支援、育成し、
豊かな住みよい町づくりに寄与することを目的に設立されました。その活動の財源は、当財団の基本
財産から得られる預金利子等を中心に、町補助金と賛助会員の会費をもって運営しております。
　つきましては、当財団の趣旨をお汲み取りいただき、社会　貢献活動の一つとして、多くの方々が
賛助会員にご加入していただきたく、切にお願いいたします。
　賛助会員の会員資格は、毎年、加入の日から翌年の３月末までとなります。
　新年度は、４月から受付をいたします。

▼取扱金融機関
・郵便振替　口座番号／00260-0-61251　口座名義／公益財団法人箱根町文化・スポーツ財団
・さがみ信用金庫湯本支店
　　口座番号／普通口座0078972
　　口座名義／公益財団法人箱根町文化・スポーツ財団　理事長阿部佳信
　　＊振込用紙をお送りいたしますので、ご連絡ください。　＊恐れ入りますが手数料をご負担ください。
▼直接、窓口にお越しいただく場合
箱根町小涌谷520-20　社会教育センター内　公益財団法人　箱根町文化・スポーツ財団
Tel・Fax：0460-87-5222

４Facebookページ＠hakonebunsupoで検索

令和６年２月20日

　公益財団法人箱根町文化・スポーツ財団では、箱根町の文化・スポーツの振興を目的とする各種事
業（活動）を行う団体等に対し、活動助成や運営支援のための補助金の交付を予定しています。令和
６年度において、これらの事業（活動）を行う団体で、補助金の交付を希望される場合は、所定の用
紙に必要事項を記載して申請してください。
　申請書を提出していただいた後、審査を行い、承認した団体に対し、補助金を交付します。
　なお、審査内容については非公開といたしますが、審査結果については代表者に通知します。

補助事業のお知らせ

お知らせ

・個人会員
　１口　　2,000円（何口でも可）
・企業・団体会員
　１口　 10,000円（何口でも可）

＊賛助会員年会費
1．年３回発行の財団だよりの配布
2．主催事業等参加費の割引
3．箱根町宮城野・仙石原テニスコート
　  使用料割引

＊賛助会員特典

ご案内・お問い合わせ
公益財団法人  箱根町文化・スポーツ財団の事務所は、箱根町社会教育センター１階です。業務時間
は、土・日・月・祝日及び祝日の翌日を除く平日の午前８時30分から午後５時までとなります。
TEL・FAX 87-5222　 Email: bunsupo520@gmail.com

　社会教育センター１階ギャラリーにおいて、箱根写真美術館館
長・遠藤桂氏の作品と、箱根在住の書道家・峰尾琴桜氏の作品を
展示しています。お近くにお越しの際は、是非ご覧ください。

みね お きんおう
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